
(※イメージです）

ね ら い：世界を知るきっかけをつくる
　　　　  歌や踊りの楽しさを伝える
  先生とも親とも違う「身近な大人」　
　　　     たちと交流し学びあう
対　　象：小・中・高・大、またはその親子
人      数：50人～100人
日      時：１時間半～2時間半
場      所：多目的室や体育館（人数やプログラ
　　　　　ムによって異なります）
費　　用：1万円～ ※ご相談により決定
※対象に合わせて内容をつくります。
   「100人村ミュージカル」はその一例です。

 2010 年 11 月、世田谷区の小学校で「地域がなか
よし！100人村ミュージカル」が行われました。
色とりどりの衣装を着たコモンビートのキャスト 40
人の歌からスタート。その後、参加者全員に「なりき
りカード」が配られました。
カードに書かれた国の人になりきってワークショップ
を進行します。
参加者は、それぞれの言語であいさつを交わしたり、
大陸毎に分かれて各大陸の踊りを踊ったりしました。
身体を動かし異文化を体感した後は、クッキーを分け
て世界の貧富の差を実感するワークを行いました。
五感をとおして世界の現状を疑似体験するこのワーク
ショップは、楽しさだけではなく、苦しさや矛盾など
も味わいます。でも最後はみんなで「どんな世界にし
たいか」を話し合い、世界平和への願いをこめて歌を
歌って終わります。

「心の教育」
子どもたちの心に訴えるようなパフォーマンスをしてくれた。
強制的ではなく、自然に、一緒に　学ぶ時間がつくれていた。
いわば『心の教育』だなと感じました。   
< 世田谷区・小学校校長>

「ゆたかな国とまずしい国」
ゆたかな国からまずしい国など、私の知らないことをおそわって、
ダンスも楽しかったです。    
< 小学 4年生>

「体も心も動かせる」
ミュージカルも楽しめましたが、ワークショップを通して、
世界の国々の様子や現状に気付くきっかけとなり、
大変勉強になりました。体も心も動かせるひとときでした。 
<小学生の親御さん>

コモンビートは、
情熱と感受性を育て創造活動を

通じ互いに学び合う
「共育（共に育む）」活動を行う、
教育・人材育成の特定非営利
活動法人 (NPO法人 ) です

www.commonbeat.org

日本でもべストセラーになった絵本
「世界がもし100人の村だったら」の世界を、
実際に心とカラダをつかって体感する、
ミュージカルワークショップです。
歌ったり踊ったりしながら、お友だちと、また親子で、
楽しく世界のことを知るきっかけ作りの時間です。

※これは、絵本「世界がもし100人の村だったら」を特定非営利活動法人開発教育協会 /  
   DEARが教材化し、それをもとにミュージカルワークショップにしたものです。

プログラムの実施例 参 加 者 の 感 想

NPO 法人コモンビート  〒170-0004  東京都豊島区北大塚 2-27-1 吉松ビル 503  TEL : 03-3916-8673 (11-19 時 )

NPO法人コモンビートとは プログラム実施の詳細

【 お問合わせ 】コモンビート事務局 マナクルプロジェクト　　　       manakul@commonbeat.org  

小学校から英語教育が取り入れられるように
なりました。ただ勉強しなきゃいけないから
ではなく、世の中とつながるための手段とし
て学んでほしい。私たちは子どもたちに異文
化理解の種を植えたいと思いました。

“ なんで英語を学ぶの？”

“ 世界中の人たちと
　仲良くなるためだよ！”

面白い大人たちがやってくる！
ＮＰＯ法人コモンビート  マナクルプロジェクト

「歌って踊って
異文化理解」


